
スタビライザーによる採草放牧地の造成�

12July 200113 July 2001

八
重
山
地
域
に
お
け
る�

畜
産
基
盤
整
備
事
業�

business

reportreport

business

そ
の  

4
〈
農
林
水
産
部
〉�

〈
農
林
水
産
部
〉�

〈
農
林
水
産
部
〉�

�

は
じ
め
に�

1
畜
産
基
盤
整
備
事
業
の�

導
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八
重
山
地
域
に
お
い
て
は
、
畜
産
が
農
業
粗
生
産
額

の
五
割
強
を
占
め
て
お
り
ま
す
が
、
畜
産
の
中
で
も
肉

用
牛
が
約
九
割
を
占
め
て
お
り
、
肉
用
牛
の
飼
養
に
お

い
て
は
、
飼
料
基
盤
の
整
備
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

畜
産
基
盤
整
備
事
業
の�

成
果�

3

最
後
に�
4

���

（
一
）
草
地
面
積
の
拡
大�

　
牧
草
の
作
付
面
積
は
昭
和
五
十
年
に

は
百
三
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
し
た
が
、

飼
料
生
産
基
盤
の
整
備
等
に
よ
り
、
平

成
十
二
年
に
は
三
千
四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
二
十
二
・
四
倍
に
拡
大
し
て
い
ま
す

（
図
１
）
。�
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八重山地域における畜産基盤整備事業の実績（表１）�

3500�

3000�

2500�

2000�

1500�

1000�

500�

0
昭.50　　55　　60　　平.元　　2　　3　　4　　5　　6　　7　　8　　9　　10　　11　　12

牧草の作付面積（図１）�

資料：「普通作物統計調査」�
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資料：「畜産基本調査」、昭和５５年については、「沖縄県家畜・家きん等の飼養状況調査結果」。�

資料：「生産農業所得統計」�
注：畜産の（　）書の数字は全体に対する肉用牛の割合�
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農業粗生産額に占める肉用牛の割合（図3）�

 肉用牛の飼養戸数・頭数の推移（図2）�
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沖
縄
県
の
肉
用
牛
は
、
粗
飼
料
生
産
基

盤
の
整
備
、
恵
ま
れ
た
自
然
条
件
に
よ
る

生
産
性
の
高
い
飼
料
生
産
を
背
景
に
順
調

に
伸
び
て
お
り
、
平
成
十
二
年
の
飼
養
頭

数
は
八
万
七
百
頭
と
こ
れ
ま
で
の
最
高
を

記
録
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
八
重
山
地
域
に
お

い
て
は
、
広
大
な
飼
料
基
盤
を
活
用
し
、

放
牧
を
主
体
と
し
た
低
コ
ス
ト
生
産
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
平
成
十
二
年
の
飼
養
頭

数
は
三
万
六
千
八
百
十
頭
と
、
沖
縄
県
全

体
の
四
十
六
％
を
占
め
、
肉
用
牛
の
生
産

振
興
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
他
、
島
々

の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。�

���

（
一
）
事
業
導
入
の
経
緯�

　
八
重
山
地
域
は
以
前
か
ら
牧
畜
業
が
盛

ん
で
し
た
が
、
旧
来
の
肉
用
牛
生
産
は
野

草
地
を
主
体
と
し
た
周
年
全
面
放
牧
の
飼

養
形
態
が
主
で
、
粗
放
的
な
管
理
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。�

　
し
か
し
な
が
ら
、
粗
放
的
な
管
理
技
術

で
は
生
産
拡
大
に
限
界
が
あ
り
、
草
地
基

盤
の
拡
大
及
び
草
地
管
理
等
の
新
し
い
技

術
の
導
入
が
必
要
で
し
た
。�

　
こ
の
た
め
、
国
、
県
、
市
町
が
一
体
と

な
っ
て
、
昭
和
四
十
七
年
度
に
団
体
営
草

地
開
発
整
備
事
業
、
昭
和
五
十
一
年
度
に

畜
産
基
地
建
設
事
業
、
昭
和
五
十
五
年
度

に
農
業
公
社
牧
場
設
置
事
業
、
平
成
五
年

度
か
ら
は
公
社
営
畜
産
基
地
建
設
事
業
（
現

在
の
畜
産
基
盤
再
編
総
合
整
備
事
業
）
を

導
入
し
、
生
産
基
盤
の
拡
大
を
積
極

的
に
図
っ
て
い
ま
す
。�

（
二
）
事
業
の
概
要�

　
こ
れ
ら
の
畜
産
基
盤
整
備
事
業
の

平
成
十
二
年
度
迄
の
実
績
を
み
る
と

（
表
１
）
、
全
体
で
草
地
造
成
面
積

等
が
二
千
六
百
三
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

事
業
費
三
百
十
七
億
二
千
万
円
と
、

草
地
面
積
の
拡
大
、
施
設
の
整
備
等

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
昭

和
五
十
一
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
畜

産
基
地
建
設
事
業
で
は
、
黒
島
の
岩

盤
を
砕
い
て
草
地
に
造
成
す
る
ス
タ

ビ
ラ
イ
ザ
ー
工
法
等
も
開
発
導
入
さ

れ
、
ま
た
、
草
地
管
理
利
用
の
近
代
的
な

技
術
（
輪
換
放
牧
や
貯
蔵
飼
料
の
生
産
等
）

も
導
入
さ
れ
ま
し
た
。�

　�

�

単位：ha、億円�

（
二
）
肉
用
牛
飼
養
頭
数
の
増
大�

　
平
成
十
二
年
に
お
け
る
肉
用
牛
の
飼

養
頭
数
は
三
万
六
千
八
百
十
頭
（
過
去

最
高
の
頭
数
）
で
、
昭
和
五
十
五
年
と

比
較
す
る
と
二
・
九
倍
と
な
っ
て
お
り
、

頭
数
は
一
貫
し
て
増
加
し
て
お
り
ま
す

（
図
２
）
。�

　
一
戸
当
た
り
飼
養
頭
数
は
県
平
均
の

二
十
三
・
三
頭
を
大
き
く
上
回
り
、三
十

九
・
三
頭
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

������������������

（
三
）
畜
産
粗
生
産
額
の
拡
大�

　
平
成
十
一
年
に
お
け
る
八
重
山
地
域

の
農
業
粗
生
産
額
は
百
二
十
八
億
三
千

万
円
で
、
部
門
別
で
は
肉
用
牛
を
主
と

す
る
畜
産
部
門
が
六
十
七
億
八
千
万
円

と
農
業
粗
生
産
額
の
五
十
二
・
八
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
肉
用
牛
は

六
十
億
六
千
万
円
で
全
体
の
四
十
七
・

二
％
、
畜
産
の
八
十
九
・
四
％
を
占
め

て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
を
、
昭
和
五
十
五
年
と
比
べ
て

み
る
と
肉
用
牛
は
十
七
億
三
千
万
円
（
全

体
の
十
八
・
四
％
）
か
ら
平
成
十
一
年

に
は
六
十
億
六
千
万
円
（
全
体
の
四
十

七
・
二
％
）
と
三
・
五
倍
に
伸
び
て
い

ま
す
。�

　
そ
の
主
な
要
因
は
、
豊
富
な
飼
料
基

盤
に
裏
付
け
さ
れ
た
低
コ
ス
ト
粗
飼
料

の
安
定
的
供
給
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す（
図
３
）
。�

　
八
重
山
地
域
に
お
い
て
今
後
と
も
、

肉
用
牛
の
安
定
的
な
生
産
拡
大
を
図
る

た
め
に
は
、
粗
飼
料
の
安
定
的
確
保
が

最
も
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
未
利
用
・

低
利
用
地
の
集
積
等
に
よ
り
草
地
面
積

の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
低
利
用
草

地
の
整
備
、
更
新
や
草
地
肥
培
管
理
技

術
の
向
上
等
に
よ
り
草
地
の
生
産
性
を

高
め
る
必
要
が
あ
り
、
飼
料
基
盤
に
立

脚
し
た
低
コ
ス
ト
生
産
を
今
後
と
も
推

進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。�
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